
 

 

［成果情報名］間伐による林内の相対照度と植生被覆率の変化 

［要約］間伐を実施すると、林内の相対照度は、間伐直後に高くなり間伐後経年により低下する。植生被

覆率は５年間増加する。間伐後５年目の斜面傾斜が 20°以下の林分では、植生被覆率が高い。 
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［背景・ねらい］ 

下層植生の少ない森林の地表面では、降雨によって土壌が流れやすく、表土の流亡といった問題が危

惧される。表土の流亡を防止するためには、下層植生による地表面の被覆が有効である。下層植生は、降

雨や林内雨を受け止め、それらが地表面を打ち森林土壌を流亡させることを防いでいる。下層植

生による地表面の被覆のためには、間伐の実施で林内の光環境を改善し植林した樹木や下層植生

を成長させることが必要である。 

しかし、間伐前後の林内の相対照度と植生被覆率について長期間継続的に調査を行った事例は、

長崎県では少ない。そのため、間伐前後の相対照度と植生被覆率などについて調査を行い、間伐

の効果を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． 間伐前の平均相対照度は 5.5％である。本数間伐率 30％で実施した間伐直後の平均相対照度

は 12.6％に上昇し林内の光環境は改善する。平均相対照度は、間伐後経年により低下する（表

１）。 

 

２． 平均植生被覆率は、間伐直後が 9.7％、５年目が 78.6％である。植生被覆率は５年間増加す

る（表１）。しかし、間伐後５年経過した林分の中には、他の林分と比較して植生被覆率が

低い林分がある（図１）。 

 

３． 間伐後５年目の斜面傾斜が 20°以下の林分では、植生被覆率が高い（図２）。 

 

４． 間伐後５年目の斜面傾斜がおよそ 30°より大きい林分は、植生被覆率の幅が大きい（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．2009～2013 年度に 60 箇所の間伐実施地を対象として調査を実施した結果である。 

 

２．斜面傾斜がおよそ 30°より大きい林分は、植生被覆率の幅が大きい。今後、情報の蓄積が必 

要である。 
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［具体的データ］ 

 

 

表１ 間伐後経過年毎の平均相対照度と平均植生被覆率 

 
 

                                    

 

 

 

 

注１）2009～2013 年度に 60 箇所の間伐実施地を対象として調査を実施した結果である。  

注２）植生被覆率は、プロット内の草本層（0.5ｍ以下）・低木層（0.5ｍ～２m 以下）・中高 

木層（２m 以)の 3 層の植物の被覆率を合計した値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図１ 相対照度と植生被覆率     図２ 斜面傾斜と植生被覆率

注１）2009～2013 年度に 60 箇所の間伐実施地を   注１）間伐後５年目の間伐実施地 13 箇所を対象 

対象として調査を実施した結果である。      として調査を実施した結果である。 

注２）植生被覆率は、プロット内の草本層（0.5ｍ以下） 注２）植生被覆率は、プロット内の草本層（0.5ｍ以下） 

低木層（0.5ｍ～２m 以下）・中高木層（２m 以上)        低木層（0.5ｍ～２m 以下）・中高木層（２m 以上) 

の 3 層の植物の被覆率を合計した値である。           の 3 層の植物の被覆率を合計した値である。 
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